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番号 

活動のタイトル 

音声の有無 

音声がある場合、手順の項目にあります。また、音声のスクリプトもあります。 

活動の内容 

 どのような内容の練習か、目的とともに書いてあります。 

学習項目 

 A「語彙や文型の定着をはかるための活動」では、主な学習項目が書いてあります。この

学習項目には、＜バリエーション＞で扱うものも含まれています。品詞に関して以下のよう

な記号を使用しました。 

 N：名詞  V：動詞  A：イ形容詞（形容詞）  

AN：ナ形容詞（形容動詞）  

 形容詞の名称は日本語教育で一般的に使用されている「イ形容詞」「ナ形容詞」という名

称を用いました。また、動詞活用形の名称は「マス形」「辞書形」「テ形」「タ形」「ナイ形」

「意向形」「可能形」「受身形」という名称を用いました。巻末の動詞活用表をご参照くださ

い。 

手順 

 活動の手順が示されています。必要に応じて、手順の説明のあとに、＜会話例＞＜インタ

ビュー例＞＜発表例＞＜イラスト＞など、手順の内容に関係する例が載せてあります。また、

活動で使用する＜ワークシート＞も載せました。 

バリエーション 

 手順以外にも類似する練習方法がある場合に載せてあります。 

先生へ 

 指導する際に注意していただきたいことや、聴解問題や＜ワークシート＞の答えが載って

います。 


